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１　題　　材　　おってチョッキン
２　題材について
　(1)　題材の位置とねらい

　本題材は，紙を折り重ねて切り，同じ形がつながる面白さを生かして，つながる形を発想しなが
ら折り方や切り方を工夫し表現する工作の題材である。
　この期の子どもたちは，周りの人，物，環境などに体全体でかかわり，自分が思い付いた表し方
を試すなどして，自分なりに工夫しながら活動を楽しむ様子が見られる。また，つくったり見たり
しながら，自分なりの思いやイメージをもつ姿が見られる。そして，自分自身や友達との対話を通
して，さらに思いやイメージを豊かにしていくこともある。
　そこで，同じ形がつながる仕組みを生かして，つながる形を発想しながら折り方や切り方を工夫
し表現することは，紙を切り開いたときにできる同じ形がつながる感動や面白さを味わうことがで
きる。そして，できた作品から形や色，大きさといった造形要素を見いだし，自分のイメージと関
係付けて，自分なりにより豊かなイメージをつくりだしていく喜びを味わわせることができる。ま
た，つながる形を想像したり，紙の折り方や切り方を工夫して形や模様を表現したりすることで，
つくりだす力を伸ばしていくことができる。そして，できた作品の形や色，大きさといった造形要
素を基に，お互いの作品を鑑賞し，友達の作品のよさや自分の課題について交流することで，互い
の発想や表現の共通点や相違点を比較し関係付けて，感じ取る力を伸ばしていくことができる。さ
らに，自分の思いやイメージに合った折り方や切り方，材料を，自ら選んだり使ったりすることを
通して，作品の構成や材料を工夫しながら，はさみやのりなどの用具を適切に使い，知識・理解，
技能を高めていくことができる。
　このように，同じ形がつながる面白さを生かして，つながる形を発想したり，折り方や切り方を
工夫したりする題材は，第１学年の題材「おはなしぱっくん」で，牛乳パックなどの空き箱に切り
込みを入れ，それを口に見立てて，愉快な生きものをつくる工作の題材へと発展していく。

　(2)　指導の基本的な立場
　本題材で扱う紙は，折ったり切ったり，多様な色があったりと，自分の思いに合わせて表現しや
すい特徴がある。また，加工することで，折った紙を切り開いたときにできる形の面白さを味わ
うことができ，「もっとつくってみたい」という思いをもたせることができる。これらのことから，
紙を多様に加工し，新たな形を生み出し，表現する楽しさを味わいながら，意欲的に取り組む活動
を展開していくことができると考える。
　具体的には，まず，折って切り開くことでできる形の面白さに気付くことができるようにするた
めに，教師が実際に折って切り開き，できた形を見せる。そして，つくったり見たりしながら楽し
く活動に取り組むことができるようにするために，子どもの興味関心に合わせた活動のテーマを設

定する。次に，つながった形ができる仕組みについて理解できるようにするために，参考作品を基
に，折り方や切り方について話し合ったり，試しにつくらせたりする。そして，つないでできる形
についての自分の思いやイメージと，紙の形や色，大きさといった造形要素とを関係付けながら，
よりよい表現にしていくために，できた作品をお互いに鑑賞し合い，お互いのよさを交流する場を
設定する。その際，形や色，大きさといった造形要素に沿って鑑賞したり，友達と感じたことを伝
え合ったりしていく言語活動を通して，より豊かに思いやイメージをつくりだせるようにしてい

く。さらに，終末の鑑賞においては，これまでに気付いてきた造形要素を基に鑑賞し，できた作品
を広幅用紙に貼るなどして，それぞれの楽しい空間を認め合えるようにする。
　このような学習を通して，子どもたちは，切り開いてできる形の特徴を生かして，構成を考え，
できた形を基にさらに工夫を加えたり，友達の表現のよさを味わったりして，造形活動に意欲的に
取り組むことができると考える。
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　(3)　子どもの実態

　本学級の子どもたちは，紙工作への興味関心について（※１），多くの子どもが，紙を折った
り，はさみで切ったりする活動が好きである。しかし，２名の子どもが，思うように切れなかった

り，端と端を揃えて折ることができ
なかったりして，紙工作への苦手意
識をもっている。そこで，導入の段
階で，用具の使い方や基本的なつく
り方を確認する場を設ける。つなげ
てできる形を生かした発想について
（※２）は，多くの子どもが，電車
やバス，家など，多様に発想するこ
とができた。しかし，実際に絵で表
現すると，形や色を工夫した表現が

あまり見られない。そこで，題材の
特徴を基に，様子を表す形やイメー
ジに合わせた色といった造形要素に
気付かせながら，イメージしたこと
を具体的に表現できるようにする。
鑑賞活動について（※３）は，多く
の子どもが意欲的に取り組むことが

できている。しかし，友達の作品を見ることに関して，「好きではない」と答えた子どもの理由に
「つくるほうが楽しい」「友達の作品に興味がない」が挙げられる。また，自分の作品を見せるこ
とに関して，「好きではない」と答えた子どもの理由に，「見せてもいいことがない」が挙げられる。
これらの理由から，他者との鑑賞活動に価値を感じていないことが考えられる。そこで，友達と協
同的に行う活動を設定し，鑑賞の必要性をもって活動に取り組めるようにしたり，小集団で鑑賞会
を行ったりして，鑑賞したことを表現に生かす価値を実感することができる働きかけを工夫する。
はさみやのりの使い方について（※４，５）は，はさみの切り方や持ち方，のりの塗り方において
適切でない点があった。そこで，はさみやのりの使い方について導入時に確認したり，掲示資料を
使っていつでも使い方を確認したりできるようにしていく。

　(4)　指導上の留意点

　　ア　「思いをもつ・見通す」段階では，まず，紙を折り重ねて切ると，同じ形がつながる面白さに
気付くことができるようにするために，教師が折り重ねてある紙を実際に切って見せ，できた
形について気付いたことを互いに交流させる。そして，鑑賞活動へ意欲的に取り組むことがで
きるようにするために，友達と協同的に活動に取り組み，表現した喜びを味わえるような活動

のテーマを設定する。

　　イ　「思いを表現する」段階では，つないでできる形を豊かにイメージし，表現することができる
ようにするために，つながると楽しそうな形について話し合ったり，実際に試しにつくりなが
ら考えたりできるようにする。その際，参考作品と自分たちの作品とを比較することを通して，
様子を表す形やイメージに合った紙の色などに着目して鑑賞させ，イメージをより豊かにつく

りだすための場を設定する。

　　ウ　「思いを味わう」段階では，様々な視点から鑑賞できるようにするために，題材全体を通して，
子どもたちが気付いてきた造形要素を基に鑑賞させる。また，友達と交流するよさに気付くこ
とができるようにするために，互いの表現のよさに気付いたり，そのことを表現に生かしたり
したことについて，製作過程を振り返りながら価値付ける。
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３　目　　標
　(1)　紙を折り重ねて切ることで，同じ形がつながる面白さに気付き，つながる形や折り方，切り方を

試しながら進んで活動することができる。
　(2)　○　折り重ねて，切り開くことでつながる形ができる仕組みを生かして，つながる形を考えた

り，形や色，大きさなどをイメージに合わせて表現したりすることができる。
　　　○　友達の表現を見ながら，つながった形の面白さを話し合ったり，教室の壁などに飾って楽し

んだりすることができる。
　(3)　紙を折り重ねて切ることで，同じ形がつながることを理解するとともに，はさみなどの用具を適

切に使い，表現することができる。
４　指導計画（全３時間）
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５　本　　時（２／３）
　(1)　目　標

　折って切り開くことで，つながる形ができることに興味をもち，自分や友達の表現について友達
と交流することを通して，様子を表す形やイメージに合わせた色などを観点に，つながる形の工夫
を考え，自分の思いに合わせて表現することができる。

　(2)　本時の展開に当たって

　本時では，思考の高まりを目的にした学び合いが重要だと考える。そこで，イメージに合わせて
工夫して表現している子どもの作品と生かしていない同じイメージの参考作品を比較させ，共通点

や差異点から工夫した造形要素に気付かせ，多様な造形要素を基に，自分の表現をさらに工夫させ

る。

　(3)　実　際
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